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ガイドラインの内容について（案）
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ガイドラインとは

竜巻等激しい突風に警戒を呼びかける情報の、具体的な
利用・伝達の方法、利用上の注意等に係るガイドライン

■主な記載内容
① 利用方法や留意点についての基本的な考え方を整理して記述
② テレビ等による一般向け気象解説例
③ インターネットによるＷＥＢ公開など、一般的向けコンテンツ例
④ 特定目的の事業者利用例（聞き取り調査を行い、整理して記述）
⑤ 背景となる技術的な解説を記述
・竜巻等激しい突風の存在を解析（把握）する技術と精度
・発生・移動を予測する技術と精度

※早々にガイドラインを示すことで・・・
平成22年度、格子点形式の突風等短時間予測情報開始時点にお
いて、民間気象事業者等による適切な一般向け気象解説、特定利用
目的の事業者向けコンテンツの準備が整うよう、その解説資料を提
示する。

平成20年3月開始 文字形式の「竜巻注意情報」等
平成22年度開始 格子点形式の突風等短時間予測情報（計画）
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気象庁
ホームページ

基本的な考え方(情報の流れ)

気象業務
支援センター

報道機関

地方公共団体など
防災関係機関

気象庁

防災情報
提供システム

インターネット経由
防災情報
提供システム

市町村・消防本部など

民間気象事業者
情報事業者
地方公共団体
企業施設など

国民
（インターネット）

国民
（テレビ・ラジオ）

基本的な画像情報の提供

教育現場

作業現場
イベント会場

鉄道

電力

エンドユーザーの要望に応じた
加工情報の提供

格
子
点
情
報
の
提
供

【一般利用者】

【特定目的
利用者】
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基本的な考え方（情報の利用）

堅牢な建物等に避難

警戒すべき区域を
総合的に判断

利用者の対応
（例）

気象庁の防災情報提供装置や
民間気象事業者の防災システム
等で閲覧

格子点形式の予測情報

・竜巻注意情報
・竜巻に言及した雷注意報

10分間隔で
更新される
メッシュデータ

気象台等が
判断して

発表する情報

開始

竜巻に言及した予告的な気象情報
（竜巻発生の半日～１日前）

退避に時間のかか
るものは早めに対処

竜巻注意情報等が
発表されている

Ｎ

上空に異変あり
Ｎ

竜巻注意情報期限切れ
かつ、雷注意報解除

Ｙ

終了

Ｎ

気象台等が
判断して

発表する情報

平成22年から開始予定



5

基本的な考え方（留意点）

• 空振りが多い情報なので、費用対効果を考慮した
対応が必要。

• 高コストで万全の対策をとるのは非現実的。

• 対策コストは最小限に抑えつつ、最悪の事態を避
ける対策。

• ランクB、ランクAの精度の特性に応じた対策。
ランクBの特性（見逃しは少ない、適中率は低い）

→ 広く浅く低コストの対策（気持ちの引き締め等）

ランクAの特性（見逃しは多い、適中率はやや高い）

→ 何らかの行動をともなう対策（コストは最小限に）
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一般的な利用例（文字形式の情報のみ）
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一般的な表示例（気象庁ホームページ等）

降水強度

竜巻等突風発生の可能性がある格子

：ランクB
：ランクA

○○県
竜巻注意情報発表中

○○県
竜巻注意情報発表中

竜巻等突風の発生する可能性のある格子の注意や危険は、気象ドップラーレーダーによるメソサイクロン解析
結果に加え、数値予報資料から算出した大気安定度などの資料及び気象レーダーで観測した結果を組み合
わせて、竜巻の発生に繋がるような発達した積乱雲の存在しうる気象状況であるかを判断したものです。竜巻
の発生そのものを予想しているわけではないので、・・・・・（中略）・・・・・・・
このため、個々のメッシュの位置や警戒程度ではなく、大きな警戒度の面的名広がり具合とその形状に着目し
てご利用ください。

留意事項を明記

突風等短時間予測情報
降水強度と

重ね合わせた表示 「竜巻注意情報」の
発表状況を表示
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特定目的の利用が想定される事業者の例

工事現場

運行指令所等
ガラス張り
商店等

遊園地・イベント

学校等

今後、これらの機関に聞き取り調査を行いながら

可能な限りクリアなイメージの利用例を提示


